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東京大学都市デザイン研究室では、2014 年度より坂井市の委託を受
け、坂井市旧三国町内の空き町家の利活用から地域再生に関する調査
研究を進めています。本ビジョンのようなまちづくりの今後の方向性
についての提言に加え、実際に空き家となっていた三国湊座奥の倉庫
や下新公園の改修提案等を行ってまいりました。2015 年に市からの
委託は終了しましたが、引き続ぎ三国の地で活動しております。

ㅪ⛊వ
ご意見・ご質問などあれば
TEL: 03-5841-6224
MAIL: 
mikuni@ud.t.u-tokyo.ac.jp
までご連絡ください。
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人口減少下の三国においてこれからさらに深刻化する
空き家、空き地の発生に対応しつつ、まちを維持・成
熟させていくための手立てについて、東京大学都市デ
ザイン研究室が調査研究からまとめたものです。

現在の三国

本戦略で見据える
将来の三国

空地・駐車場廃墟化空き家化居住

別用途で活用 既存の空地を活用空き家 ( 管理 )継続した居住
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現在の三国

本戦略で見据える
将来の三国

4 つの戦略方針
　空き家予防　　　　空き家を発生させない使い続けられるための戦略
　空き家対応　　　　発生した空き家を放置しない、再利用する戦略
　空き家転用　　　　空き家を都市更新のきっかけとしてまち全体をリノベーションする戦略
　まちの環境向上　　空き家を発生させない環境整備による戦略

地域課題の解決　→　空き家の利用促進

まちの課題解決

空き家の利活用を通じた、まちの課題解決 まちの課題を解決して、結果としての空き家活用

空き家の利活用

まちの魅力向上

空き家に対する需要増加
手段目的

手段 目的
空き家の発生　→　空き家の利活用
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空き家によって生まれる問題、まちの問
題がもたらす空き家、という悪循環を、
空き家の利活用と町の課題解決のサイク
ルを作ることで、逆にまちづくりの手段
として活用していきます。

空き家の段階に応じて適切な対処法をと
ることにより、空き家の段階進行を食い
止め、魅力ある空間を作っていきます。
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▲空き家相談会、管理サービス事例
…4つのうち「空き家対応」戦略の具体例。
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Ⅰ 空地を生かした緑のネットワーク形成

Ⅲ 空地や既存緑地を利用し地域の避難場所の整備

Ⅱ 豊富な地形を活かした空地の多用途化

Ⅰ 地産地消の推進 ( 地場木材による木質化 )

Ⅱ 付加価値をつける ( リノベ用品・建具屋 )

Ⅰ 子育て世帯への空き家の提供推進
Ⅰ 混ざり合うまち
Ⅰ エリア・コミュニティの形成

Ⅱ 共助コミュニティの形成
Ⅱ デマンド交通の充実
Ⅱ 買い物利便性の確保

Ⅰ 町並み保全エリア
Ⅱ 祭りファンディング
Ⅰ 観光客を内へもてなす座敷
Ⅲ まちを盛り上げる装飾

Ⅱ 担い手の育成
Ⅲ 祭りを身近に感じる工夫

Ⅰ 魅せるスポット

Ⅰ 前空間活用エリア

Ⅲ 帯の長さを感じさせない交通施策

Ⅲ まちなかへの緩やかな誘導
Ⅰ 交通の棲み分け

Ⅰ まちの内と外の使いこなし

Ⅱ まちなかで憩う
Ⅱ 徒歩圏での暮らしを実現

Ⅰ 駐車場の再分配
Ⅰ 多様な遊び場の形成

Ⅰ 生活景を磨く

Ⅰ 生活景を磨く

Ⅱ 三国型古民家ステイの展開
Ⅲ 住民向けトライアルステイ

Ⅱ 古民家ステイのバリエーション

Ⅰ 風景の物語をつなぐ
Ⅲ 民泊によるまち暮らし観光
Ⅲ 暮らす時間のグラデーションを生む
Ⅲ まちの魅力をわたしが発見するということ

Ⅱ 見晴らしを考慮した空き地・空き家の使い方
Ⅲ 斜面地の自然環境回復が土砂災害を防ぐ

Ⅰ 開かれた斜面緑地へ

凡例
シナリオ 1
シナリオ 2
シナリオ 3
シナリオ 4
シナリオ 5
シナリオ 6
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Ⅲ 地産地消の推進 ( 市民農園の整備 )

Ⅰ エネルギー自給の推進 ( 太陽光発電 )

Ⅰ 地産地消の推進 ( 飲食店での利用 )
Ⅰ グリーン・ブルーツーリズムの推進
Ⅲ 空き家を活用する ( 滞在拠点の整備 )

Ⅱ 付加価値をつける ( 職人・アーティストの誘致 )
Ⅲ 空き家を活用する ( 工房・店舗の整備 )
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Ⅰ　もてなしの場をしつらえる
Ⅱ　祭りを続ける
Ⅲ　祭りを日常に感じる

Ⅰ　まちなかを歩きやすくする
Ⅱ　まちなかで暮らす
Ⅲ　まちなかの回遊性を向上させる

Ⅰ　日常の生活景を磨く
Ⅱ　「何もない豊かさ」を体験する
Ⅲ　三国湊の「風景」の住人となる

Ⅰ　自然資源を活かす
Ⅱ　広く商いを行う
Ⅲ　受け止める・送り出す拠点を創り出す

Ⅰ　子育て環境の充実
Ⅱ　高齢者が住み続けられる空間づくり

Ⅰ　まちなかの緑を再考する
Ⅱ　地形の特性を最大限に活かす
Ⅲ　緑のマネジメントから防災を考える

Ⅰ　事前調査
Ⅱ　予防フェーズ
Ⅲ　対処フェーズ
Ⅳ　マネジメントフェーズ

Ⅰ　地形を感じる
Ⅱ　町割りを読み解く
Ⅲ　敷地でまちを編む
Ⅳ　界隈をみがく
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まちを取り巻く課題が複雑化し、ひとつひとつの課題
を解決してもまち全体を良くする方向へなかなか結び
つかないのが、今の三国の課題ではないでしょうか。

そこで、課題を整理し、ポテンシャルの向上によって
まちの目標像を実現するために、空き家への戦略方針
に則った複合的なまちのシナリオを組み立てました。
各シナリオが適用可能な場所を示したのが上の図です。

更に、シナリオを踏まえてまちを良くしていく動き
として、右のアクションプランを提案します。
できることからまちがアクションをひとつでも起こして
いくことで、複数のシナリオが実現されていくのです。

AP001　三国祭ファンディング

三国祭の非山車番の年にお客をもてなす習慣を
活用してお金を回すことで、観光客に祭の魅力
や楽しみ方を伝えつつ、利益を街並み保全や山
車番資金に活用していく。

AP002　空き家ツアー

空き町家のマッチング・調整を中心とした三国
の総合的なまちづくりのための、開かれた拠点
を設置する。公民学連携によって多主体を巻き
込んでビジョンを立案、実行組織づくりを行う。

AP003　逆不動産-不動産市場の流動化 AP004　トライアルステイ AP005　三国湊食堂-三国ごはん

AP006　アーバンデザインセンター三国 AP007　空き家維持管理活動 AP008　空き地管理＆活用・運用 AP009　三国サイクルツーリズム AP010　カスタマイズ町家

実際の空き家活用モデルとまちを巡ることで、
空き家活用に関心のある人に活用を想像しても
らい、事業検討の入り口をつくる。三国會所な
どの地域組織によるマッチングが重要。

通常の不動産屋と逆に、空き家活用希望者の要
望に合う物件を探す。活用希望者が所有者に熱
意や町家の価値を訴えることで、活用の活性化
と所有者の心持ちを変えることが目的。

外部の人に三国に住むイメージを、三国に住む
人（特に空き町家所有者）には空き町家の改修
効果を体感してもらう。トライアルステイ観光
の成立を通し、最終的に移住者の増加を図る。

滞在型観光ができるまちを目指すために、三国
らしい食事を行える場として、空き町家のリノ
ベーションにより観光客と地域住民が出会える
ソーシャルな食堂を整備する。

空き家の増加により管理ニーズが高まっている。
空き家が周辺に悪影響を与えないよう、アーバ
ンデザインセンターや地元企業が管理ビジネス
を行うことで持続的に空き家対策をしていく。

空き地の有効活用のために、良好な市街地環境
を維持するための草刈りなどの業務と、様々な
主体に貸し出して楽しめるイベントを行う場と
して使うなどの活用を一体的に行う。

週末限定の空き地へのサイクルスタンド設置や、
既存レンタサイクル事業の運用一体化によりサ
イクリング愛好家が利用しやすいようにする。

海水浴場や農地といった町並み以外の三国の多彩
な資源を求める人達向けに、要望に応じた町家改
修を行う。海水浴後に濡れたままでも過ごせる場
所や、農器具を置ける土間があってもいい。
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まちの目標 写真出典：掛川観光協会

写真出典：島キッチン

写真出典：柏市役所 写真出典：HELLO GARDEN


